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CHAPTER 0�

「運動器の݈߁・本」
（জ事業ݦ）

2012ʢฏ成 24ʣ年͔Β࢝まͬたݦজ事業がʮ運動

器の健߁・日本ʯです。ຖ年１ճ、ஂ体・ػ関、

動をื集し、Ԡื׆ਐ૿߁ਓが行ͬた運動器の健ݸ

のத͔Β、ݫਖ਼な৹ࠪのと、ͬと༏Εた׆動

を࠷༏लのʮ運動器の健߁・日本ʯとしてݦজ

しています。また、そのଞに༏Εた事業には༏ल

、ྭをݦজしています。
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ฏ �5 ୈ � ճʮӡಈثͷ �0 ɾຊʯͦͷଞͷ݁ՌʢԠื૯ 22 ݅ʣ

ϥδΦ体ૢͰ݈ͮ͘߁りと·ͪͮ͘り

　千葉市若葉保健福祉センター健康課では、2011

（平成 23）年度から『日本一、高齢者がいきいきと

暮らせるまち若葉』をビジョンとし、「いつでも、

どこでも、だれでもできるラジオ体操」の推進に

取り組んできました。10 年が経過した今、ラジオ

体操グループは 25 ヵ所から現在 49 ヵ所に増え、グ

ループの新規開拓と継続応援の二つの柱で活動支援

を行っています。

　コロナ禍での外出自粛中の運動不足や閉じこもり

による筋力・体力低下、認知症・フレイルの増加が

懸念される中、たった 3分で全身運動ができ、一人

でもできるラジオ体操は、からだづくりに有効です。

新しい生活様式において正しい感染予防対策をした

上で行うラジオ体操は、適度な運動・健康増進活動

として再認識されたと考えています。

　また、台風による災害時にも、当日や翌日から活

動を再開し、被災情報を交換したり、参加していな

い人にも声を掛け合い、参加者同士が支え合う場と

なっています。体操後に広場の清掃をしたり、地域

の見まわりを行うなどの美化や防犯活動は地域づく

りにつながっています。小学生への周知も行い多世

代交流の場にもなっています。

　地域のグループへの継続的な参加が、身体面・精

神面・社会面いずれにもバランスのとれた健康づく

りに効果があることが参加者の意見からも実証され

ており、今後も動画発信等を活用しながらラジオ体

操の魅力を伝え、普及啓発に努めたいと思っていま

す。

ฏ �5 ʮӡಈثͷ �0 ɾຊʯ

ड໊ۀࣄɿ「地域の運動（ラジオ体操）グループづくりと健康づくり」
Ԡืஂମɿઍ༿ࢢए༿อ݈ࢱηϯλʔ

ฏ �� ʮӡಈثͷ �0 ɾຊʯ

ड໊ۀࣄɿ「成長期投球障害予防のための組織及びシステムの構築」
Ԡืऀɿ৽ׁϦϋϏϦςʔγϣϯපӃӃɹࢁຊ ஐষ

৹ࠪ݁Ռ Ԡืۀࣄɾ׆ಈ໊শ Ԡืஂମɾݸਓ ओͳ׆ಈҬ

༏ल
ඃࡂ健߁運動ࢧԉとϩίϞ予防ιϯά ઃͤΜࢪਓอ健ޢՊຑਲՊΫϦχοΫ　介֎ܗʑ整ࠤ

ͩΜのٰ ݝٶ

になる߁Ͳ͔Βେਓまで、すべてのਓʑの運動器が健ࢠ
まͪͮくΓ 体教育ҩ学ڀݚॴうΜなΜ ౡࠜݝ

ྭ

ԉ事業ࢧ校における学校อ健のߴ Ұൠࣾஂ๏ਓΞεϦʔτέΞ େࡕ
5$0" による運動器の 10 年・ࠎと関અの日啓発׆動 ౦ژྟচ整ܗ֎Պҩ会 ౦ژ
運動器のखೖΕ・վળのҙຯのཧղと日ৗత実ફにつなが
るたΊに Ҭいきいき健߁Ϋϥϒ ݝ

୭がʮ動くتび　動けるͤʯをڞに͡ײることができ
る༡าಓ整備のऔΓΈ ࣾ会ࢱ๏ਓΈまきࢱ会 ݝ

事業࣋ҡػ検診をऔΓೖΕた運動器ػ運動器ऀྸߴ ੁ�ӫҰʢΧγΦϖΞస予防ڀݚ会ʣ ݝखؠ
খ・த学校における運動器教育ʵ関અຏきと࢟ࢦಋのऔ
ΓΈʵ

தଜ�ਸʢٱࠤฏ整ܗ֎ՊΫϦχοΫεϙʔπ関અڸηϯ
λʔʣ ݝ

ʮ৽たなࢹに立ͬた 21 の։発とそࡦ௧予防ରࠊ・ܕلੈ
のීٴ啓発のਪਐ দฏߒ�ʢಠ立行๏ਓ࿑ಇऀ健߁ߏػࢱ � 関౦࿑ࡂපӃʣ ਆಸݝ

ԉ事業ࢧにおける運動器に関する啓発࡚ٶ ࠤ�ӻஉʢ࡚ٶେ学ҩ学෦整ܗ֎Պ学教ࣨʣ ݝ࡚ٶ

৹ࠪ݁Ռ Ԡืۀࣄɾ׆ಈ໊শ Ԡืஂମɾݸਓ ओͳ׆ಈҬ

༏ल

学校の運動会におけるʮϜΧσڝʯにう֎ই予防の
औΓΈ ӳࢤ会ลපӃ整ܗ֎Պɿཬେ学ҩ学෦整ܗ֎Պ ੩Ԭݝ

ΤϏσϯεに基ͮくऀྸߴ運動器疾患予防体ૢϓϩάϥϜ
の։発とޮ果検ূ Վݝࢁ立ҩՊେ学整ܗ֎Պ Վݝࢁ

ྭ
৸たきΓ予防のऀྸߴ運動器検診 ळాେ学େ学Ӄ整ܗ֎Պ学࠲ߨ ळాݝ
ΦʔΩϯά教ࣨ・εϩʔδϣΪϯά教ࣨ Պ֎ܗ重େ学େ学Ӄεϙʔπ整ࡾ ݝ重ࡾ
Ҭにおけるऀྸߴ健૿߁ਐ׆動のऔΓΈ ҩྍ๏ਓӬౡ会ӬҪපӃ ݝߴ

ಛผ とΰϏࢁΩϦϚϯδϟϩొ・ݥを見つΊる障害ऀのر
࠭യϥΫμΩϟϥόϯ 障害ऀΞΫςΠϒ・ϩίϞʔγϣϯζ・δϟύϯ ౦ژ

ฏ �� ୈ � ճʮӡಈثͷ �0 ɾຊʯͦͷଞͷ݁ՌʢԠื૯ 40 ݅ʣ

本डからߴ校野球球制ݶ

　今から 20 年前、私の勤める病院のスポーツ外来

に一人の中学 2年生が受診に来ました。彼の肘は顔

に手が届かないほどの運動制限があり、レントゲン

写真から深刻な野球肘と診断。聞けば、小学 5年生

から肘痛があり、手術と長期のリハビリを経ても思

うように投げられないと言います。彼の悔しさと、

それでもなお高校野球を目指す強い意志を感じ、整

形外科医として何ができるのかと途方に暮れたこと

を思い出します。

　野球肘で希望を失う野球少年を一人でもなくした

いとの思いからスタートした野球肘検診は、新潟県

全域に拡大し、その過程で高校野球連盟を中心とす

るすべての青少年の野球団体との連携が始まりまし

た。そしてこの連携組織から『野球手帳』（「新潟県

青少年野球団体協議会」発行）というオリジナルツー

ルを作成して野球少年に配布することも実現できま

した。

　こうした活動が実り 、2012（平成 24）年度第 1

回「運動器の 10 年・日本賞」に応募したところ最高

賞を獲得、明治記念館にて表彰を受けました。この

活動はその後も継続し、青少年野球フェスタの開催

や指導者向けの新潟メソッドの作成など、子どもた

ちの育成を最優先にした医療とスポーツ界の連携が

深化しました。その流れは 2018（平成 30）年の年

末に新潟県高野連が投手の球数制限の試験的導入を

表明したことが契機になって日本高野連の有識者会

議、日本野球協議会の活動など大きな変革が進みつ

つあることを感じています。地域での地道な活動に

スポットライトを照らす本事業のますますの発展を

祈念します。

ʮӡಈثͷ݈߁ɾຊʯ

৽ׁϝιουٿखா

ϥδΦ体ૢ啓発ΧϨϯμʔ
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ฏ �� ୈ � ճʮӡಈثͷ �0 ɾຊʯͦͷଞͷ݁ՌʢԠื૯ 25 ݅ʣ

ࢪಉͰ世Λ͑た݈診Λ実ڞ学

　私たちは、2005（平成 17）年度より高知県黒潮

町の 65 歳以上の高齢者を対象とした健康維持プロ

グラムおよび年少者の情操教育等を実施中です。こ

のプログラムは、高知大学と黒潮町との官学共同プ

ロジェクトで“三世代ふれあい健診”として実施さ

れています。

　三世代ふれあい健診に 2005（平成 17）年～ 2020

（令和 2）年までに参加した高齢者は、延べ 2,341 名。

同時期に健診の測定者として参加した年少者は、延

べ 1,022 名でした。参加した年少者全員に、日本の

超高齢化とそれに伴うロコモティブシンドロームの

重要性等を毎年繰り返し教育し、共感性の向上のた

め高齢者とのふれあいによる情操教育を継続中です。

　高齢化による人口減少とともに参加者数は減少す

ると予想されましたが、参加者は約 140 人前後を推

移し減少傾向はなし。これは年少者の参加による健

診の楽しさが寄与しているのではと考えられます。

初年度から一貫して、健診の結果をもとに結果報告

用紙とその説明会の形で各人の運動機能をフィード

バックし、運動機能低下を認めた参加者にはロコト

レなどの在宅運動指導や黒潮町が主催する運動教室

への参加を促しています。

　また、本健診結果をもとに日本整形外科学会、日

本リハビリテーション医学会等の主催の全国および

地方学会にて、これまで 21 回の発表を行い、その

意義やロコモティブシンドローム研究結果を公表し

てきました。

　参加年少者や高齢者の評判はよく、黒潮町の協力

も得られており、今後も本事業を継続していきます。

高知大学医学部附属病院リハビリテーション部
永野靖典

ฏ �� ʮӡಈثͷ �0 ɾຊʯɹ

डۀࣄɿ「高知県黒潮町における三世代ふれあい健診」
ԠืஂମɿߴେֶϦϋϏϦςʔγϣϯ෦

৹ࠪ݁Ռ Ԡืۀࣄɾ׆ಈ໊শ Ԡืஂମɾݸਓ ओͳ׆ಈҬ

༏ल

ड͔Β߈Ίの発సɿϩίϞ予防のऔΓΈはॅຽ
のडྍ行動をมԽさͤる͔ʁʵՎݝࢁඒொのઓ Վݝࢁ立ҩՊେ学整ܗ֎Պ Վݝࢁ

がるऔΓΈ࢜びをอ育تͲたͪの動くࢠ l Ϩοπ 15
λΠϜ z

ݝ౦ࢢޚ健߁ࢱ෦ࢠ育てࢧԉ՝ʮ運動あそびઐอ
育࢜෦会ʯ ݝ

ྭ

έʔϒϧςϨϏをར༻したϩίϞςΟϒγϯυϩʔϜʢϩίϞʣ
予防

Ԭࢁେ学පӃ૯߹ϦϋϏϦςʔγϣϯ෦　Ԭࢁେ学整ܗ֎
Պ Ԭݝࢁ

ଟ৬छ࿈ܞʮ動くتび、動けるͤʯࢧԉηϛφʔ　ʵେ
ḰۙࠎҐ෦ંࠎ予防・ྍ࣏とੜࢧ׆ԉʵのऔΓΈ ৽ׁେ学ҩ学෦整ܗ֎Պ　　　　　　　 ৽ׁݝ

ਐϓϩδΣΫτ૿߁健ؠ ࠲ߨՊ学֎ܗՊ整ڀݚલେ学େ学Ӄҩ学߂ ੨ݝ
தؒࢁҬ࣏ࣗ体における運動器の健߁の啓発と運動器検
診のಋೖ দҩՊେ学整ܗ֎Պ ੩Ԭݝ

おޓい༷のҬࢧԉ׆動ʙਫ༵会の׆動 ౦ژҩྍ学Ӄେ学 ౦ژ

ʮӡಈثͷ݈߁ɾຊʯ

ฏ �� ୈ � ճʮӡಈثͷ �0 ɾຊʯͦͷଞͷ݁ՌʢԠื૯ 29 ݅ʣ

ฏ �� ʮӡಈثͷ �0 ɾຊʯ

ड໊ۀࣄɿ御代田町はつらつサポーター
ԠืஂମɿޚాொͭΒͭαϙʔλʔ

運動のॏཁੑΛ͑ɺऀྸߴの݈߁Λकる

　私たち『御代田町はつらつサポーター』は、長野

県の浅間山南麓に位置する御代田町で高齢者支援を

目的に活動している団体です。実は担い手である私

たちのほとんどが高齢者と言われる年代でもありま

す。そのような私たちが、2015（平成 27）年度に

「運動器の 10 年・日本賞」をいただくことができま

した。この受賞を機に、翌年、町のバックアップの

下、NPO法人を設立。町の課題でもあった高齢者

の移送支援を開始しました。

　通所型サービスＢ（住民主体による支援）として

実施している『はつらつ介護予防教室』も当初の3地

区から、現在は 6地区へと会場を増やして開催して

います。運動の必要性を分かりやすく参加者に伝え

ようと、研修会等を通じ知識の習得に努めています。

はつΒつ介ޢ予防教ࣨ

৹ࠪ݁Ռ Ԡืۀࣄɾ׆ಈ໊শ Ԡืஂମɾݸਓ ओͳ׆ಈҬ

༏ल
ҬのࢠͲ͔Βऀྸߴまでをରとした᪇Ѳྗと体ػの関に
ついてのௐࠪ・ڀݚと᪇Ѳྗの重要性についての啓׆動 ӝ୩�େีʢـԝେ学健߁Պ学෦ཧ学ྍ๏学Պʣ ಸྑݝ

ଛইの予防・啓発׆動ʙଛইθϩをΊざして 日本障害ҩ学会ଛ予防ҕһ会 Ԭݝ

ྭ

運動ࣗ主άϧʔϓ育成・ܧଓࢧԉ　
ʮこので、ڞにؾݩにΒしていくたΊにʯ

౦จԽ学Ԃେ学ҩྍࢱ学෦ϦϋϏϦςʔ
γϣϯ学Պཧ学ྍ๏学ઐ߈ ݝٶ

Ԭ۠におけるૈࠎᱷ性େḰۙࠎҐ෦ંࠎの *OGPSNBUJPO�UFDIOPMPHZ
を׆༻したҬωοτϫʔΫڀݚôંࠎෛの࿈の予防を目ࢦして भେ学整ܗ֎Պ Ԭݝ

ʮࠊいきいきʂϩίϞ健診ʵ࣏ࣗ体と࿈ܞした運動器の健߁ҡ࣋啓発
事業ʵʯ

ௗऔେ学ҩ学෦ෟଐපӃʗௗऔେ学ҩ学෦อ
健学Պ ௗऔݝ

ҩྍػ関と健૿߁ਐࢪઃの࿈ܞによるมܗ性ක関અのτʔλϧα
ϙʔτʙ発・࠶発予防までを目ࢦした৽しいࢧԉ体制ߏஙにけてʙ

わたϝσΟΧϧηϯλʔ　　　　தଜ�立Ұ　
ެӹஂࡒ๏ਓ体ྗՊ学ڀݚॴ　দّ�ྯ　 ੴݝ

　また、教室の評価をするための体力・姿勢測定も

開始しました。2018（平成 30）年には、日本転倒

予防学会の学術集会において、これまでの活動につ

いて発表する機会をいただき、大きな自信につなが

りました。

Լஈ、͔ࠨΒ 3 ൪目がӬ༃యさΜ
会のきくߐさΜʢӈʣ



74 75Bone and Joint Japan

ฏ �� ୈ � ճʮӡಈثͷ �0 ɾຊʯͦͷଞͷ݁ՌʢԠื૯ 29 ݅ʣฏ �� ୈ 5 ճʮӡಈثͷ �0 ɾຊʯͦͷଞͷ݁ՌʢԠื૯ 37 ݅ʣ

本डͰΫϥϒ׆動͕スςッϓΞッϓʂ

　障がいのある方が運動やスポーツに親しめる機会

が少ない―。これに対し、2013（平成 25）年、公

益財団法人身体教育医学研究所の声掛けで、障害者

団体・行政・福祉・スポーツ・介護福祉施設などで

構成された『みんなの健康×スポーツ』実行委員会

が設立され、障がいや年齢に関係なく、誰もが一

緒に楽しむことができるパラリンピック競技種目

「ボッチャ」に注目した取り組みが始まりました。

　そして、「ボッチャ」を中心に、誰もが身近で定

期的に運動・スポーツに親しめる受け皿を設けると

ともに、共生社会の実現に向けてより多くの方に障

がい者への理解を深めていただくため、2015（平成

27）年度 ｢とうみユニバーサルスポーツクラブ｣ を

設立しました。

　2016（平成 28）年度の受賞を機に活動に拍車が

かかり、健常者の地域スポーツ大会に「ボッチャ」

が導入される機会が増え、障がい者、要介護高齢者

の社会参加できる門戸が広がりました。また受賞を

記念し、副賞を活用して「ボッチャ交流大会優勝

カップ」作成。このカップを目指し、定期的な活動

を重ねる中、2021（令和 3）年度、当クラブのアス

リートが全国障害者スポーツ大会「三重とこわか大

会｣ ボッチャ競技の県代表として選出されたことは

大変喜ばしい出来事でした。

　さらに、本取り組みが他地域における取り組みの

モデルケースとして注目されるなど、ユニバーサル

スポーツの普及・定着により、「動く喜び」「障がい

者の社会参加」「障がいに対する地域の理解」の輪

が広がっています。

ฏ �� ʮӡಈثͷ �0 ɾຊʯ

ड໊ۀࣄɿ「歩く人。」プロジェクト
ԠืஂମɿҰൠࣾஂ๏ਓ 07A- HEART +APA/

ฏ �� ʮӡಈثͷ �0 ɾຊʯ

ड໊ۀࣄɿ「動く喜び」「障がい者の社会参加」「障がいに対する地域の理解」の
　　　　　輪を広げるユニバーサルスポーツ普及・定着の取り組み
Ԡืஂମɿͱ͏ΈϢχόʔαϧεϙʔπΫϥϒ

3 ਓのंҜࢠબखのਅΜத・ϋʔϑύϯπのํʢࢁߴஐ೭બखʣがݝදબखにʂ

ίϩφՒの「า͘人ɻ」

　私たちOVAL HEART JAPANの「歩く人。」プ

ロジェクトは、2017（平成 29）年に日本賞を受賞

いたしました。選評では「東日本大震災の被災地の

高齢者を訪問し、無理のない歩き方や歩くための基

礎体力づくりを指導して運動器の機能維持を支援し

たほか、新たに指導者を養成し活動を各地に広げた」

との評価をいただきました。

　あれから 3年が経過し、今まさに、「歩く人。」プ

ロジェクトの意義が増している理由は、新型コロナ

ウイルス感染症（COVID-19）の拡大です。高齢者

が外出自粛の最中、運動不足病に陥り、社会的に孤

立している様子は、10 年前に私たちが東北被災地

の仮設住宅で見た風景と重なります。

　このような中、私たちは活動範囲を全国に広げ、

各地で孤立しそうな高齢者を地域社会とつなぐ活動

を行っています。例えば東京都杉並区では、東京都

医師会と共同して、かかりつけ医から紹介された高

齢患者を「歩く人。」インストラクターが地域社会

活動につないでいます。また、熊本県熊本市では、

高齢心不全患者が仲間と一緒に歩くことを「歩く

人。」インストラクターが奨励しています。さらに

東京都中央区では、ご自身も高齢の「歩く人。」イ

ンストラクターが高齢者の通いの場を創りました。

　身体を支え、動かす運動器も、「会いたい人・行

きたい場所」があって活かされます。社会的分断が

進むコロナ禍において、私たち「歩く人。」はこれ

からも歩くことを止めません。

一般社団法人OVAL HEART JAPAN
大西 一平、土井 龍雄、佐藤 真治

ʮӡಈثͷ݈߁ɾຊʯ

৹ࠪ݁Ռ Ԡืۀࣄɾ׆ಈ໊শ Ԡืஂମɾݸਓ ओͳ׆ಈҬ

༏ल

Ҭॅຽのࣗ主׆動ʙいつでͲこでできる運動でҬのྠを
るʙ͛

ਫרொ運動ීٴਪਐ࿈བྷ協ٞ
会ʮすまいる　すまいるʯ Ԭݝԕլ܊ਫרொ

ʮอ育Ԃ͔Βத学校までのΕ目ない運動器健ࢦ߁ಋの実ફʯ /10 ๏ਓٱࠤฏ૯߹ϦϋϏϦ
ηϯλʔ ݝখଜ

ྭ

ʮ育ʯのීٴ、啓発
ʮのେさʯʮۺબびの基本ʯʮ運動のେさʯを༮গ期͔Β実
ફし、ੜ֔にΓ͔ݩΒの健߁作Γを行うϓϩδΣΫτ

ಛ定ඇӦར׆動๏ਓ日本育
ϓϩδΣΫτ協会

ւಓ、ळా、܈അ、ಢ、ઍ葉、౦
、ژ、ਆಸ、੩Ԭ、Ѫ、ಸྑ、ژ
େࡕ、ฌߴ、ݿ、Ѫඤ、ޱࢁ、Ԭ、
ౡ、ԭೄࣇࣛ、࡚ٶ

ϓϩδΣΫτٴ運動ීࢢそうʂӢೆ࣏௧・ͻざ௧は動いてࠊ 体教育ҩ学ڀݚॴうΜなΜ ౡࠜݝӢೆࢢ
Ҭにࠜࠩした学ಐ期ٿ障害の早期発見と予防にରするแׅ
తなऔΓΈ

　Պڀݚܥෞେ学େ学Ӄҩ学ذ
整ܗ֎Պ学 ݝෞذ

৹ࠪ݁Ռ Ԡืۀࣄɾ׆ಈ໊শ Ԡืஂମɾݸਓ ओͳ׆ಈҬ

༏ल
స予防ϓϩάϥϜܕαϩϯ๚によるҬີ着ऀྸߴ 予防ҩ学ηϯλʔંࠎ༑సܚՊපӃ֎ܗ༑整ܚ ࢢྛؗݝഅ܈
খத学ੜにରする運動器障害予防׆動ʙ整ܗ֎Պҩ・খத学校・
ΞεϨςΟοΫτϨʔφʔ・行との࿈ܞʙ

整ܗ֎ՊωοτϫʔΫஜʗつくεϙʔπҩ学
健߁Պ学ηϯλʔʗஜେ学整ܗ֎Պ

ҵݝつく
ࢢٶৗେ、ࢢ

ྭ

ಇきΓੈのϩίϞ検診 Պ֎ܗՊεϙʔπ整ڀݚܥ重େ学ҩ学ࡾ ࢢࣛླݝ重ࡾ
ϦϚν患ऀのΞΫςΟϒϥΠϑを目ࢦすʮϦϚνのϦϋϏ
Ϧςʔγϣϯ教ࣨʯ Ұൠஂࡒ๏ਓஜਔ会ஜ学ԂපӃ ҵݝつくࢢ

学ಐೈࣜٿେ会における障害予防׆動 Ұൠࣾஂ๏ਓΞεϦʔτέΞ Վߴݝࢁ
ऱࡕେ、ࢁ

εϙʔπই害予防αϙʔτνʔϜ � ༗ࢤνʔϜでεϙʔπ֎ই予
防ʙකલेࣈḞଳଛই予防の 10 年のとΓくΈʙ εϙʔπই害予防αϙʔτνʔϜ 関౦த৺に全ࠃ

ϩίϞςΟϒγϯυϩʔϜ予防事業 ೋࢢށ　 ೋࢢށ　

දの関๛य़さΜʢࠨʣ දཧ事のେҰฏさΜʢࠨʣ
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ίϩφՒͰもΦンϥΠンͰӶҙ׆動தʂ

　当会は難病指定されている後縦靱帯骨化症を含む

脊柱靱帯骨化症の患者会として、2019（令和元）年

度、名誉ある「運動器の健康・日本賞」を受賞いた

しました。

　評価いただいた「リハビリキャラバン」は、北海

道内の医療過疎地における地域リハビリテーション

の底上げのため理学療法士とともに道内各地を回る

事業であり、本年で 7年目を迎えます。

　当初は北海道で同様の事業がほかになく、レール

のない道を患者と理学療法士とともに、一人でも多

くが住み慣れた地域で安心して生活ができるように

との一心で取り組んでおりましたが、その活動が「難

病全体、地域全体の健康向上につながるユニークな

事業」として評価をいただいたこと、その時の喜び

は今でも忘れることはありません。

　コロナ禍で事業継続も危ぶまれましたが、感染防

止のため外来リハビリ中止等で都市部においてもリ

ハビリの機会を逸し、人との交流も絶たれるという

看過できない新たな課題が生じ、本事業をオンライ

ンでの指導・相談交流に切り換えました。参加者か

らは「一人で運動は長続きしないが、画面上で一緒

にからだを動かすことができてよかった」、「久しぶ

りに顔を合わせることができ、心が軽くなった」と

の声が寄せられています。　

　貴協会のますますのご発展を祈念いたしますとと

もに、本事業を疾患や地域に限定せず難病患者の健

康向上のため続けてまいります。
会長　増田 靖子

�0�� ʮӡಈثͷ݈߁ɾຊʯ˞ڠձͷ໊শมߋʹ͍ɺݦজ໊ۀࣄΛʮӡಈثͷ݈߁ɾຊʯͱվশ

ड໊ۀࣄɿ『リハビリキャラバン』をはじめとする運動器の疾患・障がいへの
　　　　　多面的な取り組み
ԠืஂମɿւಓபᯰଳࠎԽ༑ͷձ

৹ࠪ݁Ռ Ԡืۀࣄɾ׆ಈ໊শ Ԡืஂମɾݸਓ ओͳ׆ಈҬ

༏ल
あΜͺΜくΒͿ 本�ྑʢอ健ҩྍେࢁ

学ʣ ݝࢢをத৺とする৴۠

事業ࡦでऔΓΉϩίϞςΟϒγϯυϩʔϜରݝ࡚ٶ Պ教֎ܗେ学ҩ学෦整࡚ٶ
ࣨ ݝ࡚ٶ

ྭ

ҬでのϦΤκϯϩίϞ予防
ಛ定ඇӦར׆動๏ਓ໊ݹ
整ܗ֎ՊҬҩྍ࿈ࢧܞԉ
ηϯλʔ

౦෦ࢢݹ໊ 	 ീ事पล 


日ʣ͔ΒϩίϞνϟϨϯδʂʙਫதΥʔΩϯάをதࠓʢژ
৺とした運動器の健૿߁ਐのऔΓΈʙ

ҩྍ๏ਓࣾஂཎさΜͤΜ会
ۚҪපӃ ࢢژ

がΜ患ऀの運動器の健૿߁ਐϓϩδΣΫτɿがΜϩίϞを予
防して、がΜにෛけないࣾ会をつくΖうʂ Ԭࢁେ学පӃ整ܗ֎Պ Ԭݝࢁおよび全ࠃ

こΈΎεϙ障がいऀεϙʔπ事業ʮ重障害ऀҩྍతέΞ
がඞ要なࣇ・ऀにରする健૿߁ਐ׆動のऔΈ

Ұൠࣾஂ๏ਓこΈΎεϙݚ
ॴڀ ౦ژখฏࢢ、౦ژ全Ҭ、੩Ԭݝւࢢ等

ॅຽ主ಋの運動ϓϩάϥϜ։発とϩίϞ啓発Ϧʔμʔ育成
τϨ・གྷを௨したҬのつے動ʙଟੈަྲྀ๏を༻いた׆
ながΓͮくΓʙ

/10 ๏ਓ健߁Ԡԉ・わくわ
くؾݩωοτ

ౡݝ࿘ߐொ、ٶݝ全Ҭಛにݩࢁொ・ঁ
ொ・ઋࢢ・໊औࢢ・ཧொ・େொ・
୩ࢢ・ొถࢢ・ࣣϲொ・ࣛࣇౡݝҏࢢࠤ・
ԭೄݝうるまࢢ

わくわくうんなんピック
　　　　（幼児の体力・運動能力テスト）
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�0�0 ʮӡಈثͷ݈߁ɾຊʯɹ

ड໊ۀࣄɿ幼児が楽しく体を動かす日々の保育につながる体力測定
　　　　��「わくわくうんなんピック」
ԠืஂମɿౡࠜݝӢೆࢠࢢͲࢠہࡦͲࡦ՝

子どもの運動器Λकる体ྗଌఆ

　島根県雲南市では、子どもの運動不足や体力低下

に対応すべく 2012（平成 24）年に「幼児期運動プ

ログラム」を策定し、運動遊びを中心とする身体活

動促進の活動を展開しています。

　その一環である体力測定事業「わくわくうんなん

ピック」では、日々の運動体験を通じて獲得される

走・投・跳などの基本動作に関わる運動能力を評価

するとともに、地元大学と連携して開発した「幼児

体力データモニタリングシステム」を用いて個別

フィードバックを毎年行いながら、市全体としての

プログラムの効果検証を進めてきました。

　これまでの検証によると、幼児の運動能力は向上

する傾向にありましたが、新型コロナウイルス感染

症拡大の状況下で測定を実施した 2020（令和 2）年

度は、「投げる」動作の運動能力だけがすべての年

齢の子どもで明らかに低下する結果となりました。

　これは、感染対策としての各種制限により、上肢を

はじめ全身を使ったさまざまな動きが大きく減少し

たためと考えており、現在、子どもたちの多様な動き

を確保するための対策を関係者と検討しています。

　コロナ禍にあってもこのように活動を継続してい

けることには、成果を数値として表しにくい教育・

保育分野の取り組みを貴協会に評価いただき、活動

に関わる関係者が自信と誇りを持てたことが大きく

寄与していると考えております。

　今後も、生涯にわたって「誰もの運動器が健康な

まち雲南市」を実現できるよう、活動を継続してい

きたいと考えています。

৹ࠪ݁Ռ Ԡืۀࣄɾ׆ಈ໊শ Ԡืஂମɾݸਓ ओͳ׆ಈҬ
༏ल ʮこΕで防͛る　学校体育・εϙʔπ事ނʯ ಛ定ඇӦར׆動๏ਓ 4BGF�,JET�+BQBO ౦ژ、ਆಸݝ、େࡕなͲ

ྭ

ํܕࢢલेࣈḞଳݐ࠶ज़ϦϋϏϦωοτϫʔΫάϧʔ
ϓʮකখૐʯのऔΓΈ Պ֎ܗෞେ学ҩ学෦整ذ ࢢݪ֤・ࢢେ֞・ࢢෞذݝෞذ

運ܕくΓのたΊのҬͮ߁తࣗ立と健ػにおけるऀྸߴ
動のීٴとల։�ʕΤϧϏΫεの実ફʕ

ౡ�৳ੜʢே日େ学อ健ҩྍ学෦健
εϙʔπՊ学Պ・学Պ、教तʣ߁

ౡࠜ҆དྷࢢ・ௗऔߐݝொ・൧ా
Ѫ҆・ࢢݹ໊・Ԭ߳य़ொ・ࢢ
ೆେ۱ொなͲ・ࢢౡਨਫࣇࣛ・ࢢ

ࣗした健ͮ߁くΓにけたੜ׆श׳վળ /10 ๏ਓ -JYFS ౡߴ・ࢢೆބ・ࢢେ・ࢢݝլ࣎
ࢢࢁݝౡ、ࢢҵࡕେ、ࢢ

εΫϫοτ・νϟϨϯδʙҬでのྗے運動のたΊのॴ
ͮくΓʙ

౦ژ健߁णҩྍηϯλʔڀݚॴ　
ࣾ会ࢀՃとҬอ健ڀݚνʔϜ ౦ژେా۠

会の૿ా༃ࢠさΜʢӈʣ
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ೝ知予防にίグニαΠζΛਪਐத

　私たちの取り組みは、栃木県大田原市（人口 7.3

万人）における高齢者幸福課、地域包括支援セン

ター、社会福祉協議会、大学が共同で 15 年間行っ

てきた地域づくりです。2020（令和 2）年度は新型

コロナウイルスの感染拡大予防のため、大田原市で

も高齢者の活動の自粛を余儀なくされました。2021

（令和 3）年 6月現在、感染症予防のため消毒、換気、

参加者数の制限などの対策を行い、市の事業を徐々

に再開、以前と変わらない高齢者の元気な活動を見

ることができています。

　大田原市には介護予防拠点施設が 24 ヵ所、通い

の場として大田原いきいきクラブ 53 ヵ所、その他

住民活動 61 ヵ所があります。

　2021（令和 3）年 4 月に受賞した内容は、「機器

を使わない運動を中心とした自助・共助・公助を生

かした地域づくり」でした。まず、参加者の高齢化

に伴い座ってできる体操を令和元年に導入しまし

た。さらに活動は進展し、大田原市役所本庁舎にて

フレイル予防に加え、新たな取り組みとして「コグ

ニサイズ」を開始しました。コグニサイズとは認知

症予防を目的に、国立長寿医療研究センターが開発

した運動と認知課題を組み合わせた運動です。下の

写真は座って足踏み（運動）をしながら、3の倍数

で手をたたく（認知）運動を行っている様子です。

これまで培ってきた介護予防拠点施設や通いの場を

通して、機器を使わずに実施できるコグニサイズを

自助・共助・公助を生かして普及させる予定です。

そして、市民が健康で笑顔のたえない生活を送れる

ように支援していきます。

�0�� ʮӡಈثͷ݈߁ɾຊʯ

ड໊ۀࣄɿ機器を使わない運動を中心とした自助・共助・公助を生かした地域づくり
Ԡืஂମɿࡍࠃҩྍࢱେֶཧֶྍ๏ֶՊ

ʮӡಈثͷ݈߁ɾຊʯ

৹ࠪ݁Ռ Ԡืۀࣄɾ׆ಈ໊শ Ԡืஂମɾݸਓ ओͳ׆ಈҬ

༏ल

によるแׅతなϑϨΠϧ・ϩίϞ・ೝ予防ϓϩδΣΫτܞ学࿈࢈
の実ફ

େࡕՏ㟒ϦϋϏϦςʔγϣϯେ学つ͛さΜೝ
・ϩίϞ予防ϓϩδΣΫτνʔϜ େࡕ௩ࢢ

Իٿග検診を主体とした׆ٿ性Խ、そしてҬ׆性ԽのऔΓ
Έ ࠲ߨՊ学֎ܗେ学整ܗࢁ ݝܗࢁ

ྭ

ᱷ重Խ予防ϓϩδΣΫτૈࠎࢢޖ ᱷҬแׅૈࠎ協ٞ会ʮࡦҬอ健ରࢢޖ
ҩྍ体制検౼খҕһ会ʯ ࢢޖ

介ޢ予防におけるࢢ・ݝொ・େ学の࿈ܞ事業 ৽ׁҩྍࢱେ学ϩίϞ予防ڀݚηϯλʔ ৽ׁݝ৽ׁࢢ
બखٿ校ߴஙのแׅతなऔΓΈʢߏڥٿબखの健全なٿ校ߴ
におけるٿ障害の早期発見、予防啓発׆動ʣ

അେ学อ健学ՊϦϋϏ܈、Պ֎ܗഅେ学整܈
Ϧςʔγϣϯ࠲ߨ ݝഅ܈

1. 機器を使わない：与一いきいき体操

自助：コロナ禍でも可能

ίάχαΠζの༷ࢠ
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CHAPTER 05

刊行物
（教育資材・成果物・報告書等）

①運動器という言葉の定着、②運動器が健全である

ことの重要性の啓発、③運動器疾患・障害の早期発

見と予防体制の確立─この３つの基本目標を実現

するべく、当協会ではさまざまな刊行物を制作およ

び監修してきました。ここではその主な教育資材・

成果物・報告書等をご紹介します。
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『運動器外傷の救急医療に関する委員会調査報告書』
発行年月日　2017 年 9 月 1 日

運動器外傷の救急医療に関する委員会が、2011 年から 2013

年に諸外国の外傷診療体制の調査と韓国・香港・オーストラ

リアの外傷センターの視察を行いました。本報告書にはその

調査・視察報告とそれを踏まえたわが国の運動器外傷診療の

質向上のための提言が述べられています。

『少年野球選手のためのストレッチング 9』
発行年月日　2016 年 7 月

成長期のスポーツ外傷予防委員会の理学療法部門担当の坂本

雅昭委員（当時）が中心となって、9つのストレッチの基本

動作のDVD『少年野球選手のためのストレッチング 9』を

制作。小学生野球選手をモデルに、解説を加えた第 1部（11

分 47 秒）と自然のスピードで編集した第 2 部（5 分 5 秒）

を制作しました。DVDは 2016 年 7 月に完成、実態調査協力

の 412 チームに贈呈しました。

『マンガ 運動器のおはなし 大人も知らないから
だの本』
発行年月日　2005 年 5 月第１版・2013 年 1 月第２版

『マンガ 運動器のおはなし 大人も知らないから
だの本』（英語版）
発行年月日　2005 年 9 月

子どもたちに運動器と運動の重要性を啓発し、終生健やか

に身体を動かすことができ、「生活・人生の質 （QOL）」が

保証される社会を実現すべく、東京大学教育学部の学生の

皆さんにより構成・執筆し、編集されたものです。特別賛

助会員・エーザイ株式会社の協力により、これまで約 20 万

部を全国の小・中学校などに配布しました。また、できる

だけ多くの皆さんにご覧いただけるよう、都道府県立およ

び政令指定都市の図書館に寄贈しました。

　2005 年カナダで行われた世界会議でマンガの英訳版ポス

ターと 4頁のリーフレットを展示したところ、各国の称賛

を得て、全ページの翻訳が望まれたため、2007 年に英語版 『A 

Book on BODY FACTS』 を発行しました。

『学校の運動器疾患・障害に対する取り組みの手
引き』
発行年月日　2009年3月31日・第１版、2015年2月1日・第２版、

2016年4月1日・第３版、2019年6月15日・第４版

児童生徒の心身の健全な成長・発達のためには、年齢に応じ

た適切な質（種類）と量（強度・時間・頻度）の運動・スポー

ツの実践が必要です。児童生徒が、運動器と運動を大切にし、

運動器疾患・障害を早期に発見して治療するとともに、その

予防ができること、ひいては健康な生涯に結び付けられるこ

とを希望して、本手引きを企画・刊行しました。また、2016

年４月 1日からは、学校での児童生徒の健康診断において、

運動器の状態を検査することが必須化され、脊柱のほか、四

肢の骨・関節の機能を確認し、必要な事後措置が行われる仕

組みが始まり、これまで以上に、児童生徒の運動器疾患・障

害についての正しい知識・情報が普及される必要があると判

断され、2015 年に当協会では本手引きの改訂版を刊行しま

した。

『「運動器の 10 年」世界運動 10 年達成記念誌』
発行年月日　2011 年 4 月 1 日

「運動器の 10 年」日本委員会が発足して 10 年達成記念式典

を執り行うとともに、この記念誌が発刊されました。10 年

間のあゆみと、会員団体の寄稿が掲載されています。

第 1 版 第 2・3 版

第 4 版

『学校の運動器検診 子どもの身体と障害の診かた』
発行年月日　2018 年 6 月 1 日　初版

学校の定期健康診断に、2016 年 4 月から新たに運動器検診

として四肢の状態を診る項目が加えられました。本書ではそ

の身体診察のポイントと、スクリーニングにより来院する子

どもの運動障害の診かたを図や写真を多用してわかりやすく

解説することを目的として運動器の健康・日本協会監修によ

り、中外医学社から刊行されました。
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『協会リーフレット』
2011 年より、協会の目的や事業内容および会員等を紹介し

たリーフレットを随時、更新＆作成してきました。

『ニ次骨折予防手帖』
発行年月日　2020 年 8 月

脆弱性骨折委員会では骨折の連鎖を防ぐための実用的な患者

向け資材として本手帖を作成しました。各委員の経験をもと

にやさしくわかりやすい手帖になっています。スタッフ間の

情報共有と患者さん家族への教育に利用していただき、二次

骨折予防の普及に役立つことを期待しています。

『学校における運動器検診体制の整備・充実事業
に関わる資料集成Ⅱ』
発行年月日　2021 年 3 月 10 日

「運動器検診体制の整備・充実事業」は、当協会が 2005 年度

の主要事業の一つとして、「学校における運動器検診体制の

整備・充実事業に関わるモデル事業」を立ち上げ、全国各地

で学校・スポーツ現場における運動器疾患の早期発見・治

療・予防のための体制整備に向けた調査研究活動が継続され

ました。『資料集成』は、2005 年度から 2014 年度までの資料、

『資料集成Ⅱ』には、運動器検診のスタートを目前に控えた

2015 年度から 2020 年度までの資料が収載されています。

『学校における運動器検
診体制の整備・充実事
業に関わる資料集成』
発行年月日 2015年10
月 8 日

資料集成Ⅱ




